
（⼀社）神奈川県建築⼠会・⻘年委員会 2013 年 11 ⽉度講師例会のお知らせ 

⼤⾂講演「アベノミクスと建築業界。〜我が国を背負う⻘年層に期待すること〜」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
講 師：⽢利明・内閣府特命担当⼤⾂(経済財政政策) 
⽇ 時：2013 年 11 ⽉２⽇（⼟） 18:45〜19:45（受付 18：30〜） 

（⻘年委員会の通常例会の⼀環で、委員会の⾒学は⾃由です） 
会 場：川崎市中原区内（東急東横線エリア） 

（警備の都合上、会場はお申し込みいただいた⽅にのみお知らせいたします 
参加費：建築⼠会会員無料、⾮会員 1,000 円（当⽇⼊会者は無料） 
ＣＰＤ：1 単位（予定） 
申 込：メールにて必ずお申し込みください（定員になり次第締め切らせて頂きます）。 

⻘年委員会アドレス seinen@kanagawa-kentikusikai.com へ。 
メールタイトルに「⼤⾂講演参加希望」と記載し、 
①お名前、②会員番号、③メールアドレス、④連絡先を明記してお送りください。 
※会場は⻘年委員会からお送りする「受付メール」にてお知らせいたします 

（携帯メールにてお申し込みされる⽅は“PC メールから受信できる”よう設定ください）。 
 
また、講師のお⽴場上、国内外情勢変化によって中⽌させて頂く場合もございます。 
予めご承知おきください。 
 

安倍政権が打ち出した経済政策「アベノミクス」。
 
「アベノミクス」は、１）⼤胆な⾦融政策、２）
機動的な財政政策、３）⺠間投資を喚起する成⻑
戦略、を 3 本の⽮として我が国の経済の課題を克
服し、強い⽇本の復活を掲げています。 
 
我が国では 1990 年代から経済が停滞。 
 
私たち⻘年建築⼠（本委員会では 45 才以下を⻘
年建築⼠と定義）は「悲惨世代」と呼ばれるほど、
景気低迷の影響を受け続け、かつての「強い⽇本」
を知らない世代と⾔っても過⾔ではありません。
 
私たち建築業界にとってアベノミクスはどのよう
に影響するのか？、また「強い⽇本」を知らない
我々⻘年建築⼠が、アベノミクスによって作られ
る「強い⽇本」に対して、どのように⽴ち向かう
べきなのか？を、アベノミクスの司令塔である⽢
利明・経済財政担当⼤⾂からお話をお伺いします。

主催・お問合せ先：（⼀社）神奈川県建築⼠会 ⻘年委員会 
URL：http://www.kanagawa-kentikusikai.com/iinkai/seinen/index.html 

facebook: https://www.facebook.com/YAKanagawa          mail:seinen@kanagawa-kentikusikai.com 

講師プロフィール・昭和 24 年⽣まれ、慶應義塾⼤学法学部卒、昭
和 58 年衆議院初当選、以降 10 回当選。労働⼤⾂、経済産業⼤⾂、
内閣府特命⼤⾂（規制改⾰、⾏政改⾰、公務員制度改⾰）などを歴
任。所属する⾃由⺠主党では政調会⻑を経験され、政策通とも知ら
れる。最近では⽶国⾦融⼤⼿「ブルームバーグ」が選ぶ「時代を変
える影響⼒、世界の 50 ⼈」にも。神奈川県厚⽊市出⾝。


